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◯c  2010 Geological Survey of Japan

◆ 2010年の新しい年を迎えました．気持ちはおめで
たいのですが，私たちを取り巻く諸環境は例年にな
く厳しいものです．一朝一夕には改善されませんが，
地道にしっかりと前向きに進んでいきましょう．年頭
に当たっての加藤GSJ代表の巻頭言は如何でしたか．
私たちのこれまでの活躍・実績，ならびに今後の意
気込みと活動に，読者皆様方のご理解とご支援・ご
協力をお願いしたいと思います．さて，今月号は「貯
留層変動探査法の目指したもの」という特集で，当該
分野の研究開発を長年リードしてこられた石戸氏の産
総研退職を機に昨年開催されたミニシンポジウムの
総括となっています．
◆ 今や，温暖化対策，エコ，省エネ，環境に優しい，
といったキーワードが様々な分野で使われています．
昨年には首相の国連演説でも温室効果ガスを2020年
までに1990年比で25％削減する目標が示されまし
た．地熱エネルギーもそれに関係する話題の一つで
すから，もっとクローズアップされて然るべきです．
四半世紀前には「新エネルギー」としてもてはやされ
たものの，その後はあまり表舞台に出ることも少なく
なりました．しかし，小資源の我が国において地熱エ
ネルギー資源は世界第3位というすばらしい立地条
件にありますので，その実態把握と利用技術等の開
発は重要な課題です．本特集号ではこれまでの総括
をして，今後の進展を期待しています．
◆ 初めに石戸氏ほかが紹介しているシンポジウムの
概要と変動探査法全体の説明は如何でしたか．地熱
やモデル，探査技術等に疎い方には幾分戸惑いがあ
るかもしれませんが，評価法やプロジェクトの経緯等
を分かり易く解説しています．

◆ さらに，実際の現場状況について各地の地熱フィ
ールドから報告を頂きました．安達氏は福島県奥会
津の地熱発電の状況と今後の対応を，有木氏ほかは
秋田県澄川地熱発電所における地熱貯留層管理の
現況と課題について述べています．一方，東京都八
丈島では，地熱開発と温泉開発，農業利用が行わ
れ，国立公園区域内での開発事例を松山氏ほかが解
説しています．どの事例でも地熱フィールドの特質が
にじみ出ていて，理解も深まったことでしょう．
◆ 地熱資源には熱水型と蒸気卓越型とがあります
が，蒸気卓越型地熱資源の実態とその歴史的理解に
迫る花野氏の解説は如何でしたか．専門外の方々に
も気軽に理解できたことでしょう．また，「正当な思い
違い」という言葉は，研究者の心に残りますね．続け
て，一見均質に見える火山でもその内部構造には大
きな変化があるという相澤氏の研究紹介は如何でし
たか．見えないものが見えてくるという楽しさが実感
できたでしょうか．さらに，絶対重力測定器およびそ
の測定現場の様子を紹介した杉原氏の記事は，計測
を行う業務をしている方にはよく理解できるでしょう．
個々の装置に番号がついている様は，まさに名前を
付けたペットのように親しみを感じ，繊細な装置に対
する愛着のほどがうかがわれます．
◆ 最後は地質標本館で行われている地層体験学習
に関する一般記事で締めくくりです．子供達から創造
力を引き出そうとする玉生氏の努力が読み取れます．
◆前月号のp.7, 12において平野英雄氏とあるべき箇
所で文字の誤りがありました．同氏ならびに読者の皆
様に深くお詫び申し上げると共に訂正致します．今
年もまた宜しくお願い申し上げます． （金井　豊）


